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第40回臨書摸刻展� 岩浅写心
●会期　９月２１日（日）～９月２３日（火）　●会場　埼玉・埼玉会館

　古典・古筆を素材に探求を続け、４０回の節目を迎えました。
記念展に相応しい企画として、泰山刻石（紀元前２１９年）、開
通褒斜道刻石（６６年）、石門頌（１４８年）、史晨碑（１６９年）など
の整本、九成宮醴泉銘などの冊子を陳列しました。多くの人
にご来場いただきました。心より御礼申し上げますとともに、
次回展に向け、一層努力をしてまいります。

第40回日本綜合書作院展� 篠原秀朋
●会期　１０月１６日（木）～１０月１９日（日）　
●会場　大阪・堺市立文化館（堺�アルフォンス・ミュシャ館）

　当展の作品の形式は多種多様で漢字・仮名の伝統書に加え、刻
字・水墨の華麗な競演がひとつの世界を作り出し、参観者の方々
には各作品をじっくり鑑賞して「感動しました」とのお言葉を
次々に頂きました。
　小舟で漕ぎ出してはや４０回展を迎え充実感を味わっております。
　「精進を重ね、前進あるのみ」を信条に会員一同が研鑽に努め
ることを誓った日でもありました。

米国書道研究会６0周年記念　日米合同書展
創立者　生田観周先生の生誕１00年書展
� 生田博子
●会期　９月２日（火）～９月１4日（日）　
●会場　米ロサンゼルス日米文化会館

　創立６０周年記念日米合同書展は去る９月２日より２週間ロサン
ゼルス日米文化会館において総出品数約９０点を展示。日本の書と
して好評裡に開催した。在ロサンゼルス総領事館、国際交流基金、
産経国際書会はじめ日系有力諸団体の後援に感謝。

40周年記念展「檀の会書展」� 北川佳邑
●会期　１０月１日（水）～１０月５日（日）
●会場　神奈川・おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ�１階

　今展は創立４０周年を迎え殆どを自作料紙に認
したた

め出品しまし
た。一角に制作材料を展示したところ、興味を持ってくださっ
た方々に質問を受け、また好評を戴いたりで、会員一同とても
励みになりました。遠方よりお忙しい中をご来場賜りました書
会の先生方、事務局の皆様に心より御礼申し上げます。誠にあ
りがとうございました。

書 展 ト ピック ス



16 17

写真と書の出逢い「ＬＯＶＥ＆ＰＥＡＣＥ」ｗｉｔｈブルーインパルス� 原田貴世
●会期　１０月３１日（金）～１１月２日（日）　
●会場　東京・マロニエ通り銀座館ギャラリー

　３日間で３００人以上の来場者、「写真と書のコラボが新鮮！」と
の声が多く寄せられました。ブルーインパルスに書と写真を提供
している原田貴世・粒木友香里の２人展は、人々が集い語り合い、
涙を潤ませながら深い想いをかみしめる空間となりました。書に
縁のない来場者も多かったが、強いメッセージ性を生むその魅力
が十分に伝わったようです。

第５0回記念　全国公募　日輝展� 石井理春
●会期　１１月１９日（水）～１１月２4日（月）　●会場　東京都美術館

　天候に恵まれ、多くの方をお迎えできました。日輝展は総合美
術展で日本画・油彩・水彩・書・水墨・工芸・写真・その他の幅
広い分野の作品を展示。５０周年を記念しボードを掲げて、来場者
に「輝」の１字を自由にお書きいただき、多くの楽しい書や文字が
出来上がりました。今後は若い方々に創造する楽しさ、美に対す
る感動を表現する力等を養っていただきたいと考えております。

第３0回秋桜会書展� 鎌田悠紀子
●会期　１０月３０日（木）～１１月２日（日）　●会場　東京・銀座大黒屋ギャラリー

　今年の来場者の特徴は、看板を見てのフリー来客、外国人、また、
多くの書の経験のない人に足を運んでもらえたことです。これは日
頃の啓蒙活動の成果と思われます。特に、３０回目の特徴は料紙の鮮
やかな色、屏風のテーマは会津八一、光る君への影響で会員数増加
に伴い、まずは小字に挑戦となりました。毎月のお題の創作作品も
成長し、未来が楽しみです。

●会期　１１月７日（金）～１１月９日（日）　
●会場　埼玉・所沢市民文化センター�ミューズ

第３５回記念書心会書展� 加藤深流

　「書心」令和６年７月号が創刊５００号になったため、前回展は実
質記念展としましたので、記念展が２年続いたことになりました。
一般部の出品は同人２２、招待５、公募２９の計５６点。今年は狭い第
２展示室での実施となり、作品の間が取れず窮屈でしたが、お客
様には賑やかに会場を回って頂くことができました。ご来観有難
うございました。

第５0回記念煌心同人書展� 松﨑龍翠
●会期　１０月２３日（木）～１０月２６日（日）　
●会場　東京・銀座かねまつホール

　期間中は天候にも恵まれ、予想を超えるお客様のご来場があ
り、盛況に終えることができ、５０人の出品者も感激一入でした。
　先師山田松鶴先生の「鶴心」から回を重ね５０回。今展は最高
顧問の齋藤香坡先生はじめ幹部諸先生に多数ご来場賜りご指導
戴きましたことに感謝申し上げます。同人一同更に研鑽を重ね
精進致しますので、今後共よろしくお願い致します。



16 17

産経国際書会事務局長代行� 大谷卓

　10月１日より産経国際書会事務局長代行を拝命致しました。平成３年に産経新
聞社に入社し、令和２年に東京本社科学部長に異動するまで大阪本社内で勤務。
前任の横浜総局長まで30年以上、編集畑を歩んでまいりました。書にかかわる本
格的な業務は初めてとなりますが、諸先生方の皆様のご指導ご鞭撻を賜りながら、
書を次世代へとつなぐお手伝いに努めたいと思っております。何卒宜しくお願い
致します。

ア ラ カ ル ト

第３５回遊心書道会展� 大庭清峰
●会期　１１月２１日（金）～１１月２３日（日）　
●会場　広島・県民文化センター地下展示室

　二八から半切の大きさで１年の成果を発表すると同時に、イン
テリアとして楽しめる書を展示。また今回の企画として三十六歌
仙の和歌を合同作品として制作しました。さらに学生展として、
毛筆・硬筆作品の県知事賞以下約1８00点を展示し４000人を超える
方々にお越しいただきました。

内閣総理大臣賞「ささやかなお祝いの会」� 小川艸岑

　ご多用にもかかわらず、産経国際書会の飯塚浩彦会長（産経新
聞社相談役）、齋藤香坡最高顧問、竹澤玉鈴名誉顧問、原田圭泉
名誉顧問、髙橋照弘理事長、産経新聞社の三笠博志事業本部長を
はじめ約30名の方々に参席いただきました。「堅苦しい挨拶を用意
してきましたが、やめます」との言葉から始まった飯塚会長からの
ご挨拶で、会は和やかな雰囲気になりました。作曲家の宮川彬良
さん、バイオリニストの宮川由利子さん夫妻による演奏で盛り上
がり、楽しい時間は瞬く間に過ぎました。多くの方々に支えられ
ての受賞に感謝するとともに、皆様の思いを大切に受け止め、書
会の益々の発展に微力を尽くしてまいりたいと思います。

●１0月２３日(木)　東京・銀座　ミタスカフェ

テレビ東京「開運！なんでも鑑定団」出演� 大八木雅山

　このほどテレビ東京で放映された「開運！なんでも鑑定団」に
出演しました。番組では、若い時に大型バイクでツーリングを楽
しみ、36歳の時、病気で４カ月も入院し、４８歳の時に最愛の妻に
先立たれ会社が倒産し、就職したものの砂を噛むような日々を過
ごしたことを辿りながら、書道に没頭し骨董収集に明け暮れたこ
とが放映されました。色々なことがあった人生ですが、娘２人に
恵まれ今日があります。感謝です。鑑定結果は、江戸時代の円空
仏ではありませんでしたが、何かの御縁と家宝として毎日手を合
わせています。良い経験になりました。
　最後になりましたが産経国際書会の益々のご発展をご祈念申し
上げます。

●7月１5日（火）放映、１0月２6日（日）再放送
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令和 7年度理事会開かれる
　令和 7年度理事会は１２月 ４ 日（木）、東京都千代田区の大手町サンケイプラザで開催さ
れました。出席者は５６人でした。
　はじめに産経新聞社の飯塚浩彦相談役から「新春展、万博特別展、４２回展、巡回展いず
れも産経らしい個性、創造性あふれる素晴らしいものになりました」と感謝の言葉があり
ました。特に大阪・関西万博の会場での万博特別展を挙げ、「書による国際交流を深める絶
好の機会になったと思います」と述べました。
　その後、髙橋照弘理事長が議長を務め、議事を進行しました。事務局からは万博特別展
には１６３人の方から出品があり、 １万人を超える来場があったこと、続いて夏の研修会と
して大阪・関西万博と澄懐堂美術館（三重県四日市市）特別鑑賞ツアーが行われたこと、
４２回展の期間中に開催した書道フォーラム「今さら聞けない書の疑問」が盛況だったこと、
本展、ジュニア展ともに多くの方が来場したこと―などを報告しました。
　また、ジュニア展の地方展での展示について、関西展では地域の作品展示を拡大し、出
品者が来場しやすくすることを示しました。
　そして、新入会（会友）7４人、昇格者１００人が示すとともに、来年度の本展審査員と本展
実行委員会（案）、さらに運営委員会（案）についても発表しました。今後はこれをもとに
運営を進めてまいります。
� （事務局）

今後の展覧会などスケジュール� ※変更する場合があります。

第４２回新春展 令和 ８年 １月２１日（水）～ ２月 ２日（月）国立新美術館　 １月２７日（火）休館日
贈賞式　 １月３０日（金）明治記念館　１６時～

総会 令和 ８年 ４月２３日（木）大手町サンケイプラザ　１４時～
第４３回
産経国際書展締切 令和 ８年 ５月 ７日（木）

第４３回
産経国際書展審査会

令和 ８年 ６月 １日（月）～ ６月 ３日（水）
東京都立産業貿易センター浜松町館　※搬入は ５月３１日（日）

２０２６ジュニア展締切 令和 ８年 ６月 ９日（火）

２０２６ジュニア展審査会 令和 ８年 ６月２３日（火）東京都美術館
※２４、２５日は、審査後作品整理

第４３回本展
２０２６ジュニア展

令和 ８年 ８月１４日（金）～ ８月２１日（金）東京都美術館　 ９時３０分～１７時３０分
８ 月１７日（月）休館、１４日は１３時から、２１日は１３時まで。

２０２６ジュニア展贈賞式 令和 ８年 ８月１６日（日）東京都美術館講堂（予定）
第４３回
産経国際書展贈賞式 令和 ８年 ８月１９日（水）東京會舘

第４３回瀬戸内展 令和 ８年 ９月 ８日（火）～ ９月１３日（日）広島県立美術館
贈賞式　 ９月１２日（土）ホテル広島ガーデンパレス　１４時～

第４３回東北展 令和 ８年 ９月１８日（金）～ ９月２３日（水）せんだいメディアテーク
贈賞式　 ９月２０日（日）ホテルメトロポリタン仙台　１５時～

研修会（予定） 令和 ８年１０月（東京、オンライン）

第４３回中部展 令和 ８年１１月 ３ 日（火・祝）～１１月 ８ 日（日）愛知県美術館
贈賞式　１１月 ８ 日（日）ホテル名古屋ガーデンパレス　１２時～

第４３回関西展 令和 ８年１２月 １ 日（火）～１２月 ６ 日（日）大阪市立美術館
贈賞式　１２月 ６ 日（日）都シティ大阪天王寺　１２時３０分～

理事会 令和 ８年１２月１０日（木）大手町サンケイプラザ　１４時～（予定）　
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各会書展お知らせ（産経新聞社後援）〈２０２６年 1 月～ ５月〉

　 ７ 月２５日記録破りの酷暑の中、先生をお尋
ねしました。週 ２ 日点滴を受けているとの説
明を聞き部屋の中に。 ３ 年間休会していた
「同巧会書展」を令和 ８ 年 ２ 月に再開します
と報告を。耳も聞こえ会話も成立し、とても
穏やかなご様子。暑さ知らずの快適な室温に
心から安堵し帰路に。それからわずか１０日余
り後の ８ 月 ６ 日、ご逝去の知らせが届きまし
た。享年９０歳。 ７ 月の訪問がまるでお別れに
伺ったかのような結末となりました。
　勉強熱心で博識のある先生でした。同巧会
の錬成会や研究会では広い知識と技術を惜し
みなくご教示くださり、また産経国際書会の

青陽如雲先生を偲ぶ

第３４回産経国際書展の内閣総理大臣賞受賞の祝賀
会での青陽如雲さん（前列中央）

展覧会名 会期 会場 団体・代表名
第４2回雅涎会書展 1月 6日（火）～ 1月11日（日）有楽町　朝日ギャラリー 雅涎会・金子大蔵

第４４回埼玉県中央書道展覧会 1月16日（金）～ 1月21日（水）埼玉・上尾市民ギャラリー 埼玉県中央書道人連盟・
髙橋紫芳

第2４回書道研究泉の会　新春展 2月 ３日（火）～ 2月 8日（日）千葉・四街道市民ギャラリー 書道研究泉の会・梶谷綾泉

第89回龍峡書道展 2月 ４日（水）～ 2月11日（水）東京都美術館　第 1・ 2棟 1 F展示室 龍峡書道会・林龍成

第４1回景雲社「絆」書道展 2月 9日（月）～ 2月15日（日）静岡・クリエート浜松　ギャラリー３5 景雲社・勝田晃拓

第４４回全国公募・学生部併催 煌心展 2月1３日（金）～ 2月18日（水）東京都美術館 煌心書道会・松﨑龍翠
第61回同巧会書展 2月17日（火）～ 2月22日（日）京橋　ギャラリーくぼた 同巧会・武富明子
第３7回書成会書展 2月19日（木）～ 2月22日（日）セントラルミュージアム銀座　 書成会・建部恭子
第5４回八戸臨泉会書展
第77回八戸臨泉会学生書道展 ３月 6日（金）～ ３月 8日（日）青森・八戸市美術館 臨泉会・原田圭泉

令和 8年高知県書芸院展 ４月 6日（月）～ ４月12日（日）高知・かるぽーと　第 ３室 高知県書芸院・楠瀬昭峰
誠心社現代書小作品展
―國井誠海一門創立80周年記念― ４月15日（水）～ ４月19日（日）上野の森美術館　ギャラリー 誠心社・渡邉麗

翠香会書展 ４月2３日（木）～ ４月26日（日）千葉・君津市生涯学習交流センター 翠香会・齊藤春欣

第51回鍾雲書道展 5月３0日（土）～ 5月３1日（日）埼玉・寄居町中央公民館 鍾雲書道会・大澤芳洲

ためにも大いに活躍、ご尽力されました。同巧会・書の世代の会会員一同心から感謝し衷
心よりご冥福をお祈り申し上げます。
　先生安らかにお眠りください。合掌。
� 産経国際書会副理事長　同巧会会長　武富明子



お願い
会員の皆様に住所・電話番号等
の変更があった場合には事務局
までご連絡くださいますよう、また、
各会書展のお知らせは早めにお
願い致します。

編 集 後 記

　令和８年午年の幕開けとなりました。皆様にとりまして佳い年でありますよう願っており
ます。

　昨年も暑い暑い夏でしたが、６月１４日から１９日まで開催された「産経国際書展大阪・関西
万博展」は大盛況でした。１６３名の会員が出品し会期中１万人を超える入場者で賑わい、世
界へ書道と産経国際書会をアピールすることが出来ました。

　昨年１月の国立新美術館での第４１回新春展より始まり第４２回産経国際書展、ジュニア展、
関西展、東北展、瀬戸内展、中部展と無事終了出来ましたことは実行委員の先生方と共に
会員の協力の賜と感謝致します。

　１０月には史上初めての女性総理大臣が誕生し話題となりましたが、産経国際書会でも大
勢の女性の先生方が活躍されていますことは誇らしく思います。

　今年も産経国際書会の発展を願いつつ、会員の皆様と繫がっていきたいと思います。

　本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

（早坂喜伊）

次の先生が黄泉につかれました。
本会でのご活躍とご指導ご鞭撻を賜りましたことに厚く御礼申し上げますとともに、

心よりご冥福をお祈り申し上げます。合掌。（敬称略）

評 議 員　小野寺聖乗（令和７年９月）
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